
（別添）  整理番号 H20－ 21 

《 費 用 対 効 果 分 析 説 明 資 料 》 

事 業 名 
大間港改修（地方） 

泊地（-5.5ｍ）、防波堤（西）（改良） 
地区名等 根田内地区 

【費用対効果の算定内容】 

『港湾投資の評価に関する解説書 2004』に基づき算定した。 

 

１．事業全体の投資効率性 

1－1 総費用 

    ・フェリーふ頭ターミナル整備に関する全ての施設群の費用とし、消費税を除き現在（H.20 年）価値化

した。 

    ・費用の生じる時期は、最初の施設に着手した S.55 年とした。 

 

 1－2 需要の推計 

  （With 時）事業を実施した場合 

    ・目標輸送量は、最近 5 ヵ年平均実績(H.14～H.18)と同値とした。 

    ・目標達成年は、事業完了の翌年、H.35 年とした。 [年間旅客 109 千人/ﾊﾞｽ 291 台/乗用車 29 千台] 

  （With out 時）事業を実施しなかった場合 

    ・輸送量は、大型フェリー転換前の 5 ヵ年平均実績(S.58～S.62 )とした。 

[年間旅客 85 千人/ﾊﾞｽ 279 台/乗用車 18 千台] 

 

 1－3 便益の算定 

     ・便益は、大間・函館間の移動コスト削減便益とし､With 時と With out 時の移動コストの差分とする｡ 

    ・With 時の交通手段は、大型フェリーとする。 

    ・With out 時の交通手段は、旧型小型フェリー、青森函館フェリー、ＪＲの組み合わせとする。 

・便益計算期間は、当該ふ頭が概成した S.61 年から 50 年間とし、H.48 年までとした。 

 

1－4 費用対効果分析の結果 

 

 

 

 

 

 

    B／C＝ 10,618 百万円／6,175 百万円 ＝ 1.72 

 

 

２．残事業の投資効率性 

   再々評価時点（H.20）まで発生したコストや便益を考慮せず、残事業の費用対効果分析を行なった結果は

次のとおりである。 

 

 単純合計 現在価値化後 

基準年 ― 平成 20 年 

残事業総費用 939 百万円 699 百万円 

移動コスト削減便益 4,329 百万円 2,254 百万円 

 

 B／C ＝ 2,254 百万円／699 百万円 ＝3.22 

 

１ 

 単純合計 現在価値化後 

基準年 ― 平成 20 年 

総費用(消費税除く) 3,248 百万円 6,175 百万円 

移動コスト削減便益 14,918 百万円 10,618 百万円 



                

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

大間港 

【事業箇所】 
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大間港　根田内地区

H.20年度まで 完了済み施設

H.21年度以降計画 　（総費用へ算入）

　S.55～H.6年度施工済
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大間港　根田内地区

防波堤（西）の越波状況写真
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